
























































































資料１ 
 

22 
 

7.1.2 試薬 
1) プライマー・プローブ・ポジティブコントロール・逆転写試薬・PCR 試薬 
 一部の PCR 試薬では、リアルタイム PCR 装置の種類に応じて補正用 ROX

の濃度を変えたほうがよい。 
 以下の逆転写試薬、2-step PCR 用試薬、1-step PCR 用試薬は、いずれも

例示であり、類似品を利用してもよい。 
 
① プライマー1 

PMMV-FP1-rev: GAG TGG TTT GAC CTT AAC GTT TGA 
PMMV-RP1: TTG TCG GTT GCA ATG CAA GT 
 

② プローブ 
PMMV-Probe1 FAM-MGB: FAM-CCT ACC GAA GCA AAT G-NFQ-MGB 

※TAMRA や BHQ などの NFQ-MGB 以外のクエンチャーでは反応性がよくな
い。 
 

③ ポジティブコントロール 
MC1-QC (175bp) 合成二本鎖 DNA 断片（GeneArt Strings DNA 
Fragments）またはプラスミド二本鎖 DNA 
 
TTATGGCATACACAGTTACCAGTGGTAATGGTAGCTGTGGTTTCAAATGAG
AGTGGTTTGACCTTAACGTTTGAGAGGCCTACCGAAGCAAATGTCGCACTT
GCATTGCAACCGACAATTACATCAAAGGAGGAAGGTTCGTTGAAGATTGTA
CGTGGGCTACAACTCCTTAACC 

 
④ 逆転写試薬 

High-Capacity cDNA Reverse Transcription kit 
【ThermoFisher SCIENTIFIC（4368814）】 
SuperScript II Reverse Transcriptase 

 
1 プライマー、プローブ、コントロールの試薬は、以下の文献を参照している。 
Haramoto et al.,Appl Environ Microbiol, 79（23）:7413–7418 2013 
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RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit RNA

• 500 mL

• RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit Cat No. 12866-25

• / /

• 15-mL Vortex Adapter (cat. no. 13000-V1-15)

•

• MS VORTEX-GENIE 2 Mixer

• 45

400ml *1 2500 x g, 60

4ml *2

*1

*2 5ml RNA

-80

15-mL
Vortex Adapter

資料2　ウエブ研修資料
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RNA
4 mL 15 ml PowerBead Tube

2.5ml Power Bead Solution

0.25m Solution SR1

0.8ml Solution IRS

3.5ml / /

Vortex Adapter 15

2500 x g, 10

Vortex Adapter

2500 x g, 10

2500 x g, 30

*3:

資料2　ウエブ研修資料

56



5

1ml Solution SR5

45 10

1ml Solution SR5

JetStar Mini Column
15mL Collection Tube

2ml Solution SR5
Solution SR5

15-mL Collection Tube

1ml Solution SR6

RNA

2.2 ml Collection Tube

-15 -30 *4 *4: 10

13,000 x g, 15

10

100 μL Solution SR7

資料2　ウエブ研修資料
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/ /
pH

pH5.2 pH7.8
A 10 3.5 102 4.7 102

B 10 2.2 102 1.3 102

RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit pH /
/ PMMoV

/ /
pH5.2 26058-54
pH7.8 311-90151

pMMoV well

QIAamp® Viral RNA Mini kit

4ml 4.7-5.6mm

10,000 x g, 20

140ʅl Mini kit RNA

Mini kit PowerSoil
A 10 5.4 102 4.7 102

B 10 2.7 102 1.3 102

pMMoV well

RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit PowerSoil QIAamp® Viral 
RNA Mini kit Mini kit PMMoV

資料2　ウエブ研修資料
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• 90

• RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit
RNA 5 6

• RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit
/ /

pH5.2 pH7.8

• RNeasy® PowerSoil® Total RNA Kit QIAamp® Viral 
RNA Mini kit

資料2　ウエブ研修資料
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1

•

•

•

•
•

資料2　ウエブ研修資料
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3

1 http://pdbu-support.bio-rad.co.jp/techbrief/bulletins201906.html

2 ROX ROX
7500Fast x1 QuantStudio 5 1/4

4

資料2　ウエブ研修資料
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5

final conc.

2x Master Mix 10.0 x1

For. PMMV-FP1-rev(20μM) 0.2 0.2 μM

Rev. PMMV-RP1(20μM) 0.2 0.2 μM

PMMV-Probe1(5μM) 0.8 0.2 0.2 μM

ROX Dye II 0.4 x1

DDW 6.4

Template cDNA 2.0

to 20.00

final conc.

2x Master Mix 10.0 x1

For. PMMV-FP1-rev(20μM) 0.2 0.2 μM

Rev. PMMV-RP1(20μM) 0.2 0.2 μM

PMMV-Probe1(5μM) 0.8 0.2 0.2 μM

ROX Dye II 0.1 x0.25

DDW 6.7

Template cDNA 2.0

to 20.00

Premix Ex Taq(Probe qPCR) or (Perfect Real Time) (TaKaRa)

95 30 1 95 3 60 30 45

資料2　ウエブ研修資料
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7

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

20
19

1 2 3 4 5 6 7 8 9 9 10 10 10 10 11 12

20
20

1 2 3 4 5 6

7500F-Quantity Mean QS5-Quantity Mean

資料2　ウエブ研修資料
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1st, 1 1st, 10

2nd, 10

2nd, 1

1st, 1

1st, 10 2nd, 10

1st, 1 2nd, 1
1st, 10 2nd, 10

1st, 1

2nd, 1

資料2　ウエブ研修資料
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国内における下水中の新型コロナウイルスの検出結果 

1. 取りまとめ結果 

本調査における採水は 12自治体の 23処理場で実施した。（以下 A～L自治
体、①～㉓箇所とする）各地点における下水中の新型コロナウイルスの検出状
況は以下に示すとおりであった。 
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表 1-1 2020年 7月～2021年 2月における処理場ごとの検出結果（※：検出限界値付近での検出 1） 

自治体 処理場 療養施設 2 商業集積地 

事業所数 3 

  7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

A ① あり（R2.5～） 794 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 
濃縮物 

   
なし なし なし なし なし 

B ② 公表なし/不明 1,159 沈殿物 
   

なし あり※ あり※ あり※  
濃縮物       なし なし なし なし  

C 
 

③ なし 1,340 沈殿物 
 

なし あり※ なし あり※ あり※ なし なし 
濃縮物   なし なし なし あり あり あり※ なし 

④ なし 1,325 沈殿物 
   

なし なし あり※ あり※ あり※ 
濃縮物       あり※ なし なし あり あり 

D ⑤ あり（R2.12～） 802 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 
濃縮物       なし なし なし なし なし 

 

 
1 検出限界値は使用した下水試料量と RNA抽出キットより算出。リアルタイム PCRの検出限界を 5GC/5μlとし、各検出限界の 10倍までの値に
ついては検出限界値付近での検出とした。 
2 新型コロナウイルス陽性者の療養施設の有無について各自治体のホームページを参考に情報を収集 
3 商業集積地とは、都市計画法第 8条に定める「用途地域」のうち、近隣商業地域及び商業地域であって、商店街を形成している地域をいう。概
ね一つの商店街を一つの商業集積地区とする。一つの商店街とは、小売店、飲食店及びサービス業が近接して 30店舗以上あるものをいう。また、
「一つの商店街」の定義に該当するショッピングセンターや多事業所ビル(駅ビル、寄合百貨店等)は、原則として一つの商業集積地区とする。 
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自治体 処理場 療養施設 4 商業集積地 

事業所数 5 

  7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

D ⑥ あり（R2.6～/12～） 2,955 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 
濃縮物       なし なし なし なし なし 

⑦ あり（R2.5～/12～） 4,472 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 
濃縮物       なし なし なし なし なし 

E ⑧ あり（R2.4～/12～） 1,031 沈殿物 
  

なし なし なし なし あり※ あり※ 
濃縮物     なし なし なし なし あり※ なし 

⑨ あり

（R2.4~/5~R3.1/8~12/R3.1~） 

4,049 沈殿物 
  

なし なし なし あり なし なし 
濃縮物        あり なし なし 

F ⑩ あり（R2.5～） 3,320 沈殿物 
   

あり※ あり あり あり あり 
濃縮物       なし あり※ あり※ あり※ あり※ 

⑪ あり（R2.8～） 1,562 沈殿物 
   

あり あり あり あり あり 
濃縮物       あり あり※ あり※ あり※ あり※ 

⑫ あり（R2.9～） 3,683 沈殿物 
   

あり あり あり あり あり 
濃縮物       あり あり※ あり※ あり※ なし 

⑬ なし 1,679 沈殿物 
   

あり※ あり※ あり あり あり※ 
 

4 新型コロナウイルス陽性者の療養施設の有無について各自治体のホームページを参考に情報を収集 
5 商業集積地とは、都市計画法第 8条に定める「用途地域」のうち、近隣商業地域及び商業地域であって、商店街を形成している地域をいう。概
ね一つの商店街を一つの商業集積地区とする。一つの商店街とは、小売店、飲食店及びサービス業が近接して 30店舗以上あるものをいう。また、
「一つの商店街」の定義に該当するショッピングセンターや多事業所ビル(駅ビル、寄合百貨店等)は、原則として一つの商業集積地区とする。 
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自治体 処理場 療養施設 4 商業集積地 

事業所数 5 

  7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

濃縮物       なし あり※ あり※ あり※ なし 
⑭ なし 1,074 沈殿物 

   
あり※ あり※ あり※ あり あり※ 

濃縮物       なし あり※ あり※ あり※ あり※ 
G ⑮ 受入施設なし 1,111 沈殿物 

  
なし なし なし なし なし なし 

濃縮物     なし なし なし なし なし なし 
H ⑯ 受入施設なし 1,539 沈殿物 

  
 なし なし あり※ あり※  

濃縮物      なし なし あり あり  
I ⑰ あり（R2.4～12/12～） 1,525 沈殿物       なし なし なし なし  

濃縮物       なし なし あり※ あり※  
J ⑱ 公表なし/不明 193 沈殿物 

   
なし あり※ あり あり※ なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 
⑲ 公表なし/不明 127 沈殿物 

   
なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 
K ⑳ 受入施設なし 87 沈殿物       なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 
㉑ あり（R2.7～） 1,167 沈殿物       なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 
L ㉒ 受入施設なし 314 沈殿物 なし あり※ なし なし なし あり※ あり※  
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自治体 処理場 療養施設 4 商業集積地 

事業所数 5 

  7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

濃縮物 なし なし なし なし なし なし なし  
㉓ 受入施設なし 225 沈殿物 なし あり※ なし なし なし なし なし  

濃縮物 なし なし なし なし なし なし なし  
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2. 処理区人口別の比較 

処理区の人口別に比較するため、以下表 1-2に示す通り５つの区分に分類し、
感染者情報の結果及び下水中のコロナウイルス検出結果について比較を行った。
感染者情報は各自治体が発表したデータを参照、処理場のキャッチメントエリ
アに対応する市区町村の感染者数を合算し、処理場ごとの感染者数として整理
した。処理場⑩～⑮については、感染者情報データの週区切りが他と異なるため、
括弧内に記載した。 

 
表 1-1 処理人口ごとの比較区分 

区分 処理人口 
Ⅰ ～100,000人 
Ⅱ 100,001～200,000人 
Ⅲ 200,001～500,000人 
Ⅳ 500,001～1,000,000人 
Ⅴ 1,000,001人～ 

 
2.1 区分Ⅰ 

区分Ⅰでは処理人口が 100,000人以下の処理場を対象に比較を実施した。 

 
 

図 1-1 区分Ⅰにおける週ごとの新規感染者数の推移 
（「○月検出」の記載と処理場の凡例は一致している） 
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図 1-2 区分Ⅰにおける 10万人当たりの週ごとの新規感染者数の推移 

 
8月には処理場㉓の沈殿物より新型コロナウイルスが検出された。キャッチ

メントエリアにおける 1週間の感染者数が最大 5人程度であったが、感染者数
の増加を検知できた可能性がある。また、処理場⑱では 11月、12月に沈殿物
より新型コロナウイルスが検出された。これは 11月中盤以降の急激な感染者
数増加に伴い下水中から検出が可能になった可能性が示唆される。 
 

表 1-2 区分Ⅰにおける検出結果 

処理場   7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

⑱ 沈殿物 
   

なし あり※ あり あり※ なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 

⑲ 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 

⑳ 沈殿物       なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 

㉓ 沈殿物 なし あり※ なし なし なし なし なし  

濃縮物 なし なし なし なし なし なし なし  
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2.2 区分Ⅱ 

区分Ⅱでは処理人口が 100,001~200,000人の処理場を対象に比較を実施

した。

 

 
図 1-4 区分Ⅱにおける 10万人当たりの週ごとの新規感染者数の推移 

図 1-3 区分Ⅱにおける週ごとの新規感染者数の推移 
（「○月検出」の記載と処理場の凡例は一致している） 
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処理場⑪では、キャッチメントエリアにおける感染者数が多く、10月以降

の検査データでは毎月検出されていた。処理場③では感染者数が週に 1~2名
程度であった 9月、週に 10~50人程度の感染者が報告された 11月以降にも
下水中のコロナウイルスが検出された。処理場③では複数の検査手法によって
コロナウイルスの検出を試みており、9月と 11月では検査手法が異なってい
ることから、検査手法による精度については別途検討することとした。 
 

表 1-3 区分Ⅱにおける検出結果 

処理場   7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

① 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 

濃縮物 
   

なし なし なし なし なし 

③ 沈殿物 
 

なし あり※ なし あり※ あり※ なし なし 

濃縮物   なし なし なし あり あり あり※ なし 

⑪ 沈殿物 
   

あり あり あり あり あり 

濃縮物       あり あり※ あり※ あり※ あり※ 

㉒ 沈殿物 なし あり※ なし なし なし あり※ あり※  

濃縮物 なし なし なし なし なし なし なし  
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2.3 区分Ⅲ 

区分Ⅲでは処理人口が 200,001~500,000人の処理場を対象に比較を実施

した。 

 

 

 
図 1-6 区分Ⅲにおける週ごとの新規感染者数の推移（検出がない処理場） 

（「○月検出」の記載と処理場の凡例は一致している） 

図 1-5 区分Ⅲにおける週ごとの新規感染者数の推移（検出がある処理場） 
（「○月検出」の記載と処理場の凡例は一致している） 
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図 1-7 区分Ⅲにおける 10万人当たりの週ごとの新規感染者数の推移 

（検出がある処理場） 
 

 
図 1-8 区分Ⅲにおける 10万人当たりの週ごとの新規感染者数の推移 

（検出がない処理場） 
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処理場⑫，⑭では下水中のコロナウイルスが検出された 10月以降、週 20人
以上の感染者数が報告されており、11 月中旬からは 100 人を超える感染者の
報告があった。これらの感染増加に伴い、下水中のコロナウイルスが検出できて
いる可能性が示唆された。 
処理場④でも、下水中のコロナウイルスが検出されている 10月では最大で週

に 44 人、12 月には最大 14 人の感染者数が報告されている。処理場④ではキ
ャッチメントエリアの感染者数が 20名程度であれば、下水中からコロナウイル
スが検出できている可能性が示唆された。処理場②でも同様に、一週間に最大
38人の感染者数の報告に対し下水中のコロナウイルスが検出できている可能性
が示唆された。一方で、処理場⑤では 12月のある週における感染者数は 100人
となっているにもかかわらず、下水中のコロナウイルスが検出されなかった。検
査方法が異なることに加え、晴天時 1 日最大処理量（m3/日）に 1.5 倍程度の
違いがあり、これらがキャッチメントエリアの人口以外にも下水中のコロナウ
イルス検出に影響を及ぼしている可能性が考えられる。 

表 1-4 区分Ⅲにおける検出結果 

処理場   7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

② 沈殿物 
   

なし あり※ あり※ あり※  

濃縮物       なし なし なし なし  

④ 沈殿物 
   

なし なし あり※ あり※ あり※ 

濃縮物       あり※ なし なし あり あり 

⑤ 沈殿物    なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 

⑫ 沈殿物    あり あり あり あり あり 

濃縮物       あり あり※ あり※ あり※ なし 

⑭ 沈殿物    あり※ あり※ あり※ あり あり※ 

濃縮物       なし あり※ あり※ あり※ あり※ 

⑮ 沈殿物   なし なし なし なし なし なし 

濃縮物     なし なし なし なし なし なし 

⑯ 沈殿物    なし なし あり※ あり※  

濃縮物      なし なし あり あり  
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2.4 区分Ⅳ 

区分Ⅳでは処理人口が 500,001~1,000,000人の処理場を対象に比較を実施

した。 

 
図 1-10 区分Ⅳにおける 10万人当たりの週ごとの新規感染者数の推移 

図 1-9 区分Ⅳにおける週ごとの新規感染者数の推移 
（「○月検出」の記載と処理場の凡例は一致している） 
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処理場⑩、⑬のいずれにおいても沈殿物では 10月以降、濃縮物では 11月以
降に下水中からコロナウイルスが検出された。10 月は週に 30～100 人程度の
感染者数であった一方、11月では 100人を超える感染者数が報告されており、
このような感染者数増加が濃縮物からの検出を可能にしている可能性が示唆さ
れた。また処理場⑰では 12月、1月の濃縮物からコロナウイルスが検出された。 
 

表 1-5 区分Ⅳにおける検出結果 

処理場   7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

⑩ 沈殿物 
   

あり※ あり あり あり あり 

濃縮物       なし あり※ あり※ あり※ あり※ 

⑬ 沈殿物 
   

あり※ あり※ あり あり あり※ 

濃縮物       なし あり※ あり※ あり※ なし 

⑰ 沈殿物       なし なし なし なし  

濃縮物       なし なし あり※ あり※  

㉑  沈殿物       なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 
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2.5 区分Ⅴ 

区分Ⅴでは処理人口が 1,000,001 人以上の処理場を対象に比較を実施した。 

 

 

 
図 1-12 区分Ⅴにおける 10万人当たりの週ごとの新規感染者数の推移 

 
区分Ⅴの処理施設では、新型コロナウイルスが検知されたのは処理場⑨の 12

月分データのみであった。処理場⑨では 11 月までは週 400 人以下の感染者数

図 1-11 区分Ⅴにおける週ごとの新規感染者数の推移 
（「○月検出」の記載と処理場の凡例は一致している） 
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だったが、12月中旬からさらに感染者数が増加しており、これらの結果を反映
している可能性が考えられた。 
また、区分Ⅴの処理施設の比較として晴天時 1 日最大処理量を比較してみる

と、処理場⑥と⑦ではそれぞれ約 870,000（m3/日）と約 610,000（m3/日）
である一方、処理場⑨は 460,000（m3/日）であった。これらの処理量の差が新
型コロナウイルスの検出に影響を及ぼしている可能性が示唆された。 
 
 

表 1-6 区分Ⅴにおける検出結果 

処理場   7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

⑥ 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 

⑦ 沈殿物 
   

なし なし なし なし なし 

濃縮物       なし なし なし なし なし 

⑨ 沈殿物 
  

なし なし なし あり なし なし 

濃縮物     
   

あり なし なし 
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3. 濃縮物と沈殿物の比較 

F自治体の処理場⑩～⑭の結果に基づき、濃縮物と沈殿物の結果の比較を実
施した。PMMoVの検出結果では沈殿物、濃縮物ともに検出結果に大きな差は
なかったが、新型コロナウイルスの検出では図 1-14に示す通り沈殿物サンプ
ルにおける検出効率が高く、一定の検出結果が得られた。F自治体では採取し
た下水サンプルを 3,000rpm、30分の粗遠心の処理後、沈殿物は RNeasy 
Power Soil Total RNA kitを用いて RNA抽出を実施、濃縮物は陰電荷膜法で
100倍濃縮したのち QIAamp UltraSens Virus Kitを用いて RNAを抽出して
いる。これらの使用キットやプロトコルによる抽出効率に影響を及ぼしている
可能性もしくは、新型コロナウイルスが下水中の沈殿物分画に含まれやすい特
性を保持している可能性が示唆された。 

 

 

 
 

図 1-1 沈殿物サンプルにおける新型コロナウイルス検出推移 
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図 1-2 濃縮物サンプルにおける新型コロナウイルス検出推移 

図 1-3 下水中のサンプル（沈殿物・濃縮物）における PMMoVの検出推移 
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4. 方法面から見た比較 

本調査では、自治体ごとにサンプル採取及び検出を実施した。なお、自治体ごとに実施プロトコルや試薬が異なってい
る。各自治体における採水方法等について以下のとおり整理した。 

表 1-1 自治体ごとの実施プロトコル一覧 
自治
体 採水量 使用試料量 誘出バッフ

ァー液量 採水法 採水頻度 輸送方法 粗遠心処理方法 

A 1,000ml 500ml 10ml 直接採水 1回/月 室温 5分で輸送 10,000rpm、30分、4℃ 

B 500ml 400ml 4ml 直接採水 1回/月 常温 20,000×g、 30分、400mL 

C 1,000ml 
沈殿物： 400～
500ｍL/濃縮物：
270～360ｍL 

2.7~3.6ml 連続採水/直
接採水法 

8月：1回/月 
９～3月：毎週 自ら輸送または宅配便 4,000rpm、60 分、400～

500ｍL 

D 500ml 沈殿物：500ｍL/
濃縮物：45ml 200μl 

連続採水 
2 時間毎 24 時間
のブレンド採水 

処理場⑤のみ2
回/月、他は 1
回/月 

冷蔵 2,300×g、30分、2回 
 

E 2,000ml 500ml 10ml   1回/月 クーラーボックス 2,500×g、60分、500 ml 
F 250ml 250ml 2.2ml       3,000rpm以上、30分 
G 1,000ml 1,000ml 10ml 直接採水 1回/月 室温 30分で輸送 3,000rpm、30 分、4℃、

1,000mL 
H 500ml 500ml 5ml 直接採水 1回/月 採水日に職員自ら回

収、輸送 3,000 rpm, 30分 

I 250ml×2 500ml 5ml 直接採水 1回/週 凍結下水を職員が車に
て輸送 

3,000rpm、 
30～40分、1回 

J 500ml 500ml 10ml 直接採水 1回/月 採水後、保冷容器に入
れ冷蔵輸送 3,000rpm、30分 

K 1,000ml 沈殿物：700ｍL/
濃縮物：500ml 5ml 直接採水 1回/月 採水日に職員自ら回

収、輸送 700ml 
L 2,000ml 200ml 4ml   1回/月   1,500×g、60分、4℃ 
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4.1 濃縮法及び濃縮倍率について 

濃縮物は主に陰電荷膜濃縮法及び PEG沈殿法の 2つの方法を用いて、処理
を実施した。沈殿物からの RNA抽出方法は、マニュアルに記載した RNeasy 
PowerSoil Total RNA（キアゲン）の入手が遅れたため、調査開始時には既存
の商業キットも使用して検査を行っている。それぞれの処理場の採水試料に対
応する濃縮物、沈殿物処理の方法、用いたキット名を表 1-9のとおり整理し
た。
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表 1-2 濃縮法及び濃縮倍率、RNA抽出法 

処理場 

濃縮物  沈殿物 

陰電荷膜法  PEG沈  
その他 

 
RNA抽出キット 

 
RNA抽出キット 

検出 濃縮倍率  検出 濃縮倍率    
① なし 50倍       QIAamp UltraSens 

Virus Kit （QIAGEN） 
 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

② なし 100倍       QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy Power Soil Total RNA 
Kit(QIAGEN)/その他 

③    あり 100倍    QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

④    あり 100倍    QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

⑤    なし 225倍    QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

 QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

⑥    なし 225倍    QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

 QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

⑦    なし 225倍    QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

 QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

⑧ あり 50倍       QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

 QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

⑨ あり 50倍       QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

 QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

⑩ あり 100倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

⑪ あり 100倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

⑫ あり 100倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

⑬ あり 100倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

⑭ あり 100倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 
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処理場 

濃縮物  沈殿物 

陰電荷膜法  PEG沈  
その他 

 
RNA抽出キット 

 
RNA抽出キット 

検出 濃縮倍率  検出 濃縮倍率    
⑮ なし 100倍       QIAamp UltraSens 

Virus Kit （QIAGEN） 
 RNeasy PowerSoil Total RNA 

Kit（QIAGEN）/その他 

⑯ あり 100倍      フィルター
濃縮後超音
波処理 

 QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN） 

⑰ なし 100倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN）/その他 

⑱ なし 50倍       QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN）/ QIAamp Viral 
RNA Kit（QIAGEN） 

⑲ なし 50倍       QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN）/ QIAamp Viral 
RNA Kit（QIAGEN） 

⑳ なし 100倍          QIAamp Viral RNA Kit  QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

㉑ なし 100倍          QIAamp Viral RNA Kit  QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

㉒ なし 50倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN）/ QIAamp Viral 
RNA Kit（QIAGEN）/その他 

㉓ なし 50倍          QIAamp UltraSens 
Virus Kit （QIAGEN） 

 RNeasy PowerSoil Total RNA
（QIAGEN）/ QIAamp Viral 
RNA Kit（QIAGEN）/その他 
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陰電荷膜法を用いて濃縮を実施した処理場において、バリデーション方法の
一つとして評価に用いた PMMoV検出結果と処理人口を比較した結果を以下に
示す。処理場ごとの処理人口区分、処理量やプロトコルは表 1-10に記載した
とおりである。 
これらの結果から、処理人口区分が異なる地域において PMMoVの測定結果

に大きな差はなく、ある程度一定の値で検出されることが示唆された。処理場
①では、処理人口区分がⅡ（100,001~200,000人）だが PMMoVの検出量が
他の処理場と比較して少ないことから、今後はこれらの結果を考慮し新型コロ
ナウイルス検出結果と比較する必要性も考えられる。
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表 1-3 陰電荷膜法による濃縮を実施した処理場における処理区分及び検出方法一覧 

処理

場 
処理人
口区分 

採水量 
濃縮法 

（濃縮倍率） 
RNA抽出キット リアルタイム PCR試薬 

① Ⅱ 1000ml 陰電荷膜法（50倍） QIAamp UltraSens Virus 
Kit （QIAGEN） 

Prime Script RT Master Mix (Perfect Real Time) 
Premix Ex Taq (Probe qPCR) 

② Ⅲ 500ml 陰電荷膜法（100
倍） 

QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

Prime Script RT Master Mix (Perfect Real Time) 
Premix Ex Taq (Perfect Real Time) 

⑨ Ⅴ 2000ml 陰電荷膜法（50倍） QIAamp Viral RNA Kit
（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix 

⑩ Ⅳ 250ml 陰電荷膜法（100
倍） 

QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix 

⑪ Ⅱ 250ml 陰電荷膜法（100
倍） 

QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix 

⑫ Ⅲ 250ml 陰電荷膜法（100
倍） 

QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix 

⑬ Ⅳ 250ml 陰電荷膜法（100
倍） 

QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix 

⑭ Ⅲ 250ml 陰電荷膜法（100
倍） 

QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix 
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処理

場 
処理人
口区分 

採水量 
濃縮法 

（濃縮倍率） 
RNA抽出キット リアルタイム PCR試薬 

⑱ Ⅰ 500ml 陰電荷膜法（50倍） QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix, with 
UNG 

⑲ Ⅰ 500ml 陰電荷膜法（50倍） QIAamp UltraSens Virus 
Kit（QIAGEN） 

One Step PrimeScript™ III RT-qPCR Mix, with 
UNG 

 

 

 

図 1-1 下水中のサンプル（濃縮物）における PMMoVの検出推移 
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下水に関するプロジェクト︓NIJIs Project (New Integrated Japanese 
Sewage Investigation for COVID-19) 

第 1回班会議 議事録 
 
■日時︓2020年 9月 28日（水）14︓00～16︓00 
■場所︓TKP新橋汐留ビジネスセンターカンファレンスルーム 304 
      ※ウェブ会議併用 
■出席者︓別紙（第一回班会議出席者リスト）の通り 
 
１．挨拶 
 
２．NIJIs Project について 
 研究代表者より NIJIs Project について説明。 

 
３．各研究計画と進捗状況の発表・質疑応答 
 各先生に研究内容について発表いただいた。質疑応答は以下のとおり。 
１）ポリオ環境水サーベイランスへの組み込みに適した新型コロナウイルス検出法の開発 
山梨大学大学院総合研究部附属国際流域環境研究センター 教授 原本先生 

２）新型コロナウイルスの下水疫学調査︓国内外における研究成果 
北海道大学院工学研究院 助教 北島先生 

  【質疑応答】 
 ウイルス濃縮方法の違いによる RNA 抽出、RT-PCR の効率評価の比較に際し、

Centricon後の RNA抽出ではキットは何を使用しているのか。 
 どちらの濃縮方法においても、QUIAGEN の QIAamp viral RNA mini kit

を使用している。 
 このキットでは、PCR阻害剤を除去するような仕組みはあるか。 
 キットでは阻害剤の除去の有無について明言されていない。キットの内容に関し、

メーカーが公表していない可能性がある。 
 
３）環境検体からの新型コロナウイルス検出方法の検討 
国立感染症研究所ウイルス第二部 主任研究官 喜多村先生 

  【質疑応答】 
 マンホールからの採水する場合には、管轄の道路局などへの許可が必要と思うが、ど

のような手続きをとっているか。 
 国土交通省から東京都下水道局に依頼して採水していただいた。 

４）ポリオ環境水調査の新型コロナウイルス監視への応用 
横浜市衛生研究所微生物検査研究課 小澤先生 

 
４．技術情報の提供 
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 各先生に技術情報について発表いただいた。質疑応答は以下のとおり。 
 
１）リアルタイム PCR法による濃縮環境水からのトウガラシ微斑ウイルス(PMMoV) 

検出について～検出系の構築と使いみち～ 
岩手県環境保健研究センター 保健科学部 高橋先生   

２）SARS-CoV-2不活化条件の検討及び COVID ｰ 19患者検体の遺伝子量とウ
イルス分離状況について 

福島県衛生研究所 微生物課（ウイルス）北川先生 
  【質疑応答】 
 56℃ 30 分では不活化条件として足りないかもしれない、との話だったが、ウイルス

感染価は 10 の 5乗減少するという理解でよいか。 
 ご認識の通りである。 
 10の 5乗減少しているのであれば、下水の処理に関しても不活化処理時間を

短くすることも可能かと思うが、熱処理に際し、何乗減少したことを不活化したと
みなせばよいか。 

 まず今回の調査では、下水サンプルよりも濃い濃度で実施しており、下水サンプ
ルではあまり心配する必要はないかもしれない。ウイルス不活化の結果について
どの程度減少することが適正か、不明である。 

 実際の下水サンプル使ったウイルス培養を実施しているのか。 
 以前実施したことがあるが、うまくいかなかった。 

 アメリカでは、下水サンプルの不活化条件は 60℃90 分が主流になりつつあるが、
60 分でも十分に不活化できていることが今回のデータでもよく分かった。リアルタイム
PCR の結果によれば、RNA は不活化処理後もある程度残っているが、ウイルス株
間での違いがあるという認識でよいか。 
 一部再現性が取れていない検体があるため、株間による違いがあるかについて

は、追加で調査する必要がある。 
 

５．スケジュール 
 資料 3-3下水中の新型コロナウイルス検出マニュアル（案）については、今後皆様

からのご意見を踏まえてブラッシュアップを進めていく旨、研究代表者より報告 
以上 
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出席者リスト 

 
1 吉田   弘 国立感染症研究所 代表 
2 喜多村 晃一 国立感染症研究所 分担 
3 濱﨑 光宏 福岡県保健環境研究所 分担 
4 小澤 広規 横浜市衛生研究所 分担 
5 田隝 淳 国土交通省国土技術政策総合研究所 分担 
6 小川 貴史 千葉県衛生研究所 協力者 
7 藤沼 裕希 千葉県衛生研究所 協力者 
8 貞升 健志 東京都健康安全研究センター 分担 
9 長島 真美 東京都健康安全研究センター 協力者 
10 高橋 雅輝 岩手県環境保健研究センター 協力者 
11 北島 正章 北海道大学院工学研究院 分担 
12 原本  英司 山梨大学大学院総合研究部 

附属国際流域環境研究センター 分担 
13 藤森 亜紀子 岩手県環境保健研究センター 協力者 
14 植木 洋 宮城県保健環境センター 協力者 
15 北川 和寛 福島県衛生研究所 協力者 
16 坂 恭平 青森県環境保健センター 協力者 
17 濱島 洋介 和歌山県環境衛生研究センター 協力者 
18 望月 靖 岡山県環境保健センター 協力者 
19 木田 浩司 岡山県環境保健センター 協力者 
20 伊藤 雅 愛知県衛生研究所 協力者 
21 谷 英樹 富山県衛生研究所 協力者 
22 板持 雅恵 富山県衛生研究所 協力者 
23 葛口 剛 岐阜県保健環境研究所 協力者 
24 小川 泰卓 埼玉県衛生研究所 協力者 
25 宮下 広大 埼玉県衛生研究所 協力者 
 
オブザーバー（8名） 
内閣官房新型コロナウイルス対策推進室 
国土交通省 水管理・国土保全局下水道部 
厚生労働省結核感染症課  
国立感染症研究所  
北海道立衛生研究所  
北里環境科学センター 
 
事務局（3名） 
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下水に関するプロジェクト︓NIJIs Project (New Integrated Japanese 
Sewage Investigation for COVID-19) 

第２回班会議 次第 
 
■日時︓2020年 12月 4日(金） 10:30～14:30 
■場所︓TKP飯田橋ビジネスセンター カンファレンスルーム 3D 
      ※ウェブ会議併用 
■出席者︓別紙（第一回班会議出席者リストと概ね同じ）の通り 
 
１．挨拶 
 
２．NIJIs Project全体の進捗について 
 研究代表より NIJIs Project の全体進捗について説明。 

 
３．各研究進捗状況の発表（第 1部） 

1）施設単位の COVID-19下水疫学調査の実証試験 
北海道大学院工学研究院  北島先生 

2）下水からの新型コロナウイルス RNA の検出方法の検討 
山梨大学大学院総合研究部附属国際流域環境研究センター 原本先生 

 下水処理場の流入下水は希釈の影響が大きいが、施設の処理水は効率的に検
出できるのではないかと考えている。 

 素遠心処理なしの場合、沈渣が詰まることは無いか。 
 施設の下水では沈渣が少ないので大きな問題はなかった。都市下水では難し

いこともあるかと思う。現在下水中の測定ではシュードモナスファージφ6 がコント
ロールとして活用できるか検討しているが、合流式、分流式などによっても結果が
異なるため、今後も検討が必要かもしれない。 

3）定量的微生物リスク評価（QMRA）の利用可能性 
山形大学農学部食料生命環境学科  渡部先生 

 今回お示しいただいたデータではエンドポイントを death とし、これをヒトの発症相当
としているという認識である。最近の論文では infection をエンドポイントとしているも
のも多いのではないか。 
 動物の場合、発症イコール死亡と考えてエンドポイントを設定している。ヒトの場

合は治療があるので、ヒトへの外挿を考えた場合には、死亡よりも発症が近いと
考えていただけるとよい。 

 SARS-CoV-2 での用量反応モデル開発の見通しについてお伺いしたい。 
 動物を使った用量反応データが出てくれば可能になる。ワクチン開発に際して発

表されるデータもあることが期待されるが、低いばく露量のデータ等が揃うことも必
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要である。 

４）民間検査機関の協力による採水頻度を増やした下水中の新型コロナウイルス調査 
横浜市衛生研究所 小澤先生 

 PMMoVの結果で、沈渣と上清の量がほぼ一致している。SARS-CoV-2は沈渣に
多く含まれることを考えると、コントロールとして PMMoVを使用することが適切か検討
する必要があるかもしれない。 
 事前調査の段階では、異なる傾向が見えていたが今回はこのような結果となっ

た。 

5）福島県の報告（R2.8-11) 
福島県衛生研究所 北川先生 

 
４．各研究進捗状況の発表（第 2部） 

1）東京都における流入下水からの SARS-CoV-2 の検出 
東京都健康安全研究センター 貞升先生 

 下水からのウイルス分離はできなかったとの結果だが、他のウイルスの感染や干渉は
起こりうるか。エンテロウイルスのほうが増えやすい等の影響はないか。 
 他のウイルス分離は実施しておらず不明であるが、これまでの経験から複数のウ

イルスが分離できるため、干渉があるとは考えづらい。 
 患者の糞便からもウイルス分離は実施したのか。 
 実施したが、分離はできなかった。 

2）環境検体からの新型コロナウイルスゲノム解析の検討 
国立感染症研究所ウイルス第二部  喜多村先生 

3）青森県における下水からの新型コロナウイルス検出状況について 
（令和２年 10月～11月） 

 青森県環境保健センター 坂先生 

４）岩手県における下水からの新型コロナウイルス検出状況について 
岩手県環境保健研究センター 高橋先生 

5）千葉県における下水からの新型コロナウイルス検出状況 
千葉県衛生研究所 小川先生 
 添加回収試験は、ウイルスではなく RNA を添加する実験を想定しているのか。

ウイルスでの試験も計画しているが、まずは RNA での検出可否を確認したい。 
 RNA添加試験の結果も興味があるため、結果出れば共有いただきたい。 

6）下水中の新型コロナウイルス遺伝子検出結果 
埼玉県衛生研究所 小川先生 

 PMMoV検出では希釈して測定を行っているのか。 
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 プレートには 10倍希釈して載せている。 
 PMMoV と SARS-CoV-2は同一条件で測定しているという認識でよいか。 
 その通りである。 

 
５．各研究進捗状況の発表（第３部） 

1）富山県における下水流入水中の新型コロナウイルス検査状況（2020年） 
富山県衛生研究所 板持先生 

 DNA mini kit を使用しているが、なにか理由があっての選択か。 
 次世代シーケンサーを使用する際に polyAが含まれていないほうがよいかと思い

採用した。感度などの課題から RNA mini kit を使用したほうがよいかもしれな
いと考えている。 

 ノロウイルスなどの検出を行う際には DNA mini kit で検出できているのか。 
 検出できている。 

2）愛知県における下水検体からの新型コロナウイルス検出法の検討 
愛知県衛生研究所 伊藤先生 

 採水したサンプルは冷凍サンプルが納入されてくるのか。 
 その通りである。 

 下水サンプルはどの程度納入されるか。 
 250ml、2本に分けて納入される。 
 PowerSoil であれば検出される可能性もあり、引き続き調査を進めていただき

たい。 

3）和歌山県における NIJIs プロジェクトへの取り組み 
和歌山県環境衛生研究センター 濱島先生 

 11 月の採水日は決まっているか。感染者数が増加しているタイミングで採水されて
いると参考になるかもしれない。 
 11月 12日に採水を実施しており、結果は追って報告する。 

4）Poliovirus Sabin1 を用いた RNA抽出キットの比較検討 
岡山県環境保健センター 木田先生 

5）流入水沈査からのウイルス RNA抽出について 
福岡県保健環境研究 濱﨑先生 

 8 月に検出されているが、感染者が発生したタイミングで検出できていると考えてよい
か。 
 ご認識の通り、その様に考えている。 

 
６．全体の質疑応答、討議 
 沈渣からの検出傾向が高いことが徐々に明らかになってきている。固形物に付着して

いる可能性を踏まえると、下水汚泥を調査対象とすることで平均的なデータを取得
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できる可能性があるのではないかと考えている。皆様の意見も伺いたい。 
 沈殿池の汚泥や、濃縮汚泥を対象にウイルスのサンプリングを検討したこともあ

るが、吸着したウイルスの回収方法については検討する必要があると感じた。 
 下水のサンプルと生きたウイルスを混ぜて、どの層に残るかについては今後調査

可能かもしれない。北島先生とも協力し、調査を検討したい。 
 ウイルスの脱吸着については、時間や温度変化に依存する可能性もある。ぜひ

一緒に検討させていただきたい。 
 現在の結果では下水沈渣で多くウイルスが検出されているとのことで、処理水に

出てくる可能性は低いかと思う。一方で合流式では大雨の際に下水道越流水
が流れ出ることがあり、水道での検出可能性については懸念が残る。 

 
以上 
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下水に関するプロジェクト︓NIJIs Project (New Integrated Japanese 

Sewage Investigation for COVID-19) 
第３回班会議 次第 

 
■日時︓2021年 2月 26日（金） 10:00～14:30 
■場所︓国立感染症研究所共用第 1会議室 
      ※ウェブ会議併用 
■出席者︓別紙（第一回班会議出席者リストと概ね同じ）の通り 
 
１．挨拶 
 
２．NIJIs Project全体の進捗について 
 研究代表者より NIJIs Project の全体進捗について説明。 

 
３．各研究進捗状況の発表（第 1部） 

1）発表無し 
北海道大学院工学研究院  北島先生 

2）下水からの新型コロナウイルス RNA の検出方法の検討 
山梨大学大学院総合研究部附属国際流域環境研究センター 原本先生 

 QIAamp Viral RNA Mini Kit で検出できる結果だが、環境水用のキットを使用
しなくても十分という認識でよいか。 
 その通りである。入手のしやすさ等総合的に考えても、環境水専用のキットでな

くともよいのではないか。 
 

3）下水からの新型コロナウイルス検出作業における感染リスク評価 
山形大学農学部食料生命環境学科  渡部先生 

 無視できない程度のリスクがあるというご発表だが、逆に無視できるリスクはどの程度
であると考えられるか。 
 新型コロナウイルスの例では、感染後の死亡率なども考慮した評価をする必要

があると考えている。個人的な判断も含むが 410 回に 1 回の感染リスクは無
視できる程度とは言えないと考えている。 

 0.01mLの下水へのばく露の場合、感染リスクは 2.4x10-7とのことだが、こちら
についても無視できないリスクと考えているか。 

 明言は避けたいが、無視できるかできないかを検討する価値のあるリスクレベル
と考えている。 

 
4）検出頻度を増やした下水中新型コロナウイルス検出報告 

横浜市衛生研究所 小澤先生 
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 調査期間中でのイベント実施についても紹介いただきたい。 
 10月に大規模施設での観客を増やした実証実験と、1月には成人式が開催

された。A~C処理場がキャッチメントエリアに当たるが、検出には影響がなかった。 
 10 万人当たりの感染者数と濃度での比較結果があるが、ウイルス濃度を 10 万人

当たりに換算した意図は何かあるのか。感染者数の割合が変わらなければ検出結
果は一定であると考えると、換算する必要性について教えていただきたい。 
 10 万人当たりに換算した場合では相関がみられたため、今回報告をさせてい

ただいた。 
 処理場のサイズが異なるため比較してみた段階である。様々な要素を検討する

必要があり、一概に比較できるものではないと考えている。 
 

5）流入水沈査からのウイルス RNA抽出について 
福岡県保健環境研究 濱﨑先生 

 最終的に 1L当たりに換算する際に用いた試料の量により結果にぶれが生じる。 
 
- 休憩（10分）- 
 
４．各研究進捗状況の発表（第 2部） 

0）吉田先生より、施設排水の検出結果についてご発表いただいた 
 検査不成立については、他の大腸菌の検出データなどはあるのか。糞便負荷の少な

いサンプルか、検出阻害が起きているかの判断はできるのか。 
 他の指標での検出は行っていない。サンプル採取時には明らかにお湯が大量に

使われていることを感じたサンプル群であった。 
 施設排水の場合は、別の指標も併用してもよいかもしれない。 

 
1）東京都における流入下水からの SARS-CoV-2 の検出 

東京都健康安全研究センター 貞升先生 
 ベロ細胞の培養では CPE も見られないのか。 

 CPEは見られず、培養上清の PCR からも検出されなかった。 
 他のウイルスの培養等は行っているのか。 
 下水道局との取り決めで、他のウイルスについては検査できていない。 

 

2）環境検体からの新型コロナウイルス検出手法の検討 
国立感染症研究所ウイルス第二部  喜多村先生 

 CDC_N1 と N2 を個別に足し合わせた場合と N1N2同時に検出した場合の結果
は一貫性があるか。 
 分離株に対してはスタンダードで補正し概ねコピー数になっていることは確認して

いる。下水検体では異なる結果がみられている。 
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 下水検体におけるCDC_N1N2では非特異的に検出されている可能性もある
か。 

 可能性はある。以前はシークエンスも確認していた。 
 

 SARS-CoV-2以外のウイルス検出結果について、PMMoVが 2020年とそれ以前
で検出量が異なる理由は何が考えられるか。 
 サンプルの採取場所が違うため、キャッチメントエリアの人口が異なることが大き

な要因ではないか。 
 
3）青森県における下水からの新型コロナウイルス検出状況について（令和２年 10月

～令和３年２月） 
青森県環境保健センター 坂先生 

 消耗品の入手については感染研も同様の状況である。次年度は消耗品もストック、
配布できるように準備したい。 

 
4）岩手県における下水からの新型コロナウイルス検出状況について 

岩手県環境保健研究センター 高橋先生 
 キットの入手ができず、協力研究者の皆様全員に同じキットを配布することができな

かったため、次年度の課題としたい。 
 
5）福島県における環境水からの SARS-CoV-2検出状況 

福島県衛生研究所 北川先生 
 
6）千葉県における下水からの新型コロナウイルス検出状況について 

千葉県衛生研究所 小川先生 
 
7）下水中の新型コロナウイルス遺伝子検出結果（2020 年 10 月～2021 年 2 月） 

埼玉県衛生研究所 小川先生 
 
- お昼休憩（60分）-  
 
５．各研究進捗状況の発表（第３部） 

1）富山県における下水流入水中の新型コロナウイルス検査状況（2020年 12月～
2021年 2月） 
富山県衛生研究所 板持先生 

 富山県では一度も検出されていないが、感染者数も少ない状況と理解している。感
染者の状況を踏まえ、慎重に解釈する必要があると考えている。 
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2）愛知県における下水検体からの新型コロナウイルス遺伝子検出結果 
愛知県衛生研究所 伊藤先生 

 磁器ビーズを用いた評価は実施していない。海外では核酸抽出の自動化装置との
相性がよく、新型コロナウイルスの検出に使用されている事例もあるようだ。 

 
3）和歌山県における NIJIs プロジェクトへの取り組み(R2.10-R3.2) 

和歌山県環境衛生研究センター 濱島先生 
 処理場 A は大阪に近いこともあり、大阪圏に勤務している患者さんもいる可能性が

ある。 
 

4）岡山県における流入下水からの新型コロナウイルス検出状況（2020 年 10 月～
2021年 2月） 
岡山県環境保健センター 木田先生 

 PolioV Sabin1 の回収率は算出しているか。 
 算出はしていないが、1サイクル以上の遅れが認められないため 50%以上の回

収率と考えている。 
 
5）岐阜県における下水からの新型コロナウイルス検出状況について 

岐阜県保健環境研究所 葛口先生 
 超音波の処理は、陰電荷膜法で処理したのち膜をビーフエキスに入れて処理してい

るという理解でよいか。膜自体は残るということか。 
 ご認識の通りである。フィルターで裁断したのち断片を浮かせて超音波処理して

いる。 
 
６．報告書のとりまとめについて 
 
７．全体の質疑応答、討議 
 多くの自治体で公表に関する懸念があるとのことで、データをどのように活用していくか

が今後の課題になると考えている。逆に積極的に政策決定や市民へのコミュニケーシ
ョンの一つとして活用したいなどの意向がある自治体があれば教えていただきたい 
 早期検知となればよいかもしれないが、現状では周知情報としての利用となる

ため、活用は積極的ではないかもしれない。 
 公表の仕方を自治体が判断するのは難しい。流行予測に使えるかどうか、慎

重にデータを精査するしかないのが現状である。 
８．その他 
 報告書の作成を進めており、ドラフト案ができた段階で皆様にお送りする。公表につ

いては協力研究者の皆様の意向を踏まえ、情報を丸めて報告書にとりまとめる予定
である。関係部署のコメント等を頂き、まとめ方などご意見を頂きたい。 

以上 
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